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町
・
都
民
税
と
所
得
税
の

申
告
は
３
月
１５
日
ま
で

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
１１
時

午
後
１
時
〜
４
時

（
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
）

場
　
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

持
ち
物

印
鑑
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
所
得

を
証
明
す
る
も
の
、
各
種
保
険

料
の
支
払
い
額
が
確
認
で
き

る
も
の
な
ど
の
必
要
書
類

問
合
せ

▼
税
務
課�

５
５
７
―
７
５
１
９

▼
青
梅
税
務
署

�
０
４
２
８
（
２２
）
３
１
８
５

お
忘
れ
な
く

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の

変
更
・
廃
車
手
続
き

軽
自
動
車
税
と
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。「
譲
渡
し
た
」「
住

所
を
変
更
し
た
」「
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
」「
盗
難
に
よ
り
持
っ

て
い
な
い
」
な
ど
の
場
合
は
、
３

月
中
に
変
更
や
廃
車
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
　
付

【
軽
自
動
車
】

▼
軽
自
動
車
検
査
協
会

�
５
５
７
―
６
２
６
２

【
自
動
二
輪
】

▼
八
王
子
自
動
車
検
査
登
録

事
務
所

�
０
４
２
６
（
９１
）
６
３
６
２

【
原
付
・
小
型
特
殊
】

▼
税
務
課�

５
５
７
―
７
５
１
９

【
自
動
車
】

▼
青
梅
都
税
事
務
所

�
０
４
２
８（
２２
）
１
１
５
１

「
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
（
土
地
・
家
屋
）

課
税
明
細
書
」
の
送
付

１
月
１
日
現
在
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
項
の
課
税
明
細
書
を
、
４
月
上

旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

税
務
課

�
５
５
７
―
７
５
２
８

「
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
と

「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」

の
閲
覧

日
　
時

▼
縦
覧
…
４
月
２
日
�
〜

５
月
３１
日
�

▼
閲
覧
…
４
月
２
日
�
〜

平
成
２０
年
３
月
３１
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
き
ま
す
）

場
所
・
問
合
せ

税
務
課

�
５
５
７
―
７
５
２
８

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

納
期
を
過
ぎ
た
町
・
都
民
税
、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
を
ま
だ
納
め
て
い

な
い
方
は
、
至
急
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

税
務
課

�
５
５
７
―
７
５
２
９

国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
生

活
の
た
め
に
６５
歳
か
ら
支
給
さ

れ
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
や
思

わ
ぬ
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
障

害
基
礎
年
金
」、
一
家
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ

税

年
金

不用品交換

�生ごみ処理機　�瑞中制服（男子）
�柔道着　

ゆずります

交渉は
当事者間で

ゆずってください

�自転車（26または27インチ） �二中
制服・ジャージ（女子）�マージャン牌
と卓 �長岡保育園園服等一式（女子）

7,500万円…�ジョイフル本田 様

町　へ

教育振興費として

問合せ 産業振興課 �557―7633

4月は2回 選挙があります

●東京都知事選挙●

投・開票日 4月8日�

●瑞穂町議会議員選挙●

投・開票日 4月22日�

問合せ　選挙管理委員会（総務課内）

�557―0614

三小体育館で投票していた方の

投票所が

ほかの投票所の変更はありません。

今回の寄付を含め、総額1億5,000万円

に変わります

元狭山コミュニティ
センター

防災行政無線のチャイムが変わります
4月1日からチャイムの時間が午後5時に変わります。

問合せ 地域振興課　�557―7610
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れ
る
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
年
金
額
が
低
額
に

な
っ
た
り
、
受
給
で
き
な
く
な

っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
手
元
の
領
収
書
や
預
金
通

帳
、
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

な
ど
で
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
の

納
付
記
録
は
、
社
会
保

険
事
務
所
、
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
や
社
会
保
険

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ

▼
住
民
課�

５
５
７
―
７
５
７
９

▼
立
川
社
会
保
険
事
務
所

�
５
２
３
―
０
３
５
１

農
業
体
験
農
園
利
用
者

の
募
集

農
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

農
業
が
体
験
で
き
る
農
園
で
す
。

収
穫
し
た
野
菜
は
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

利
用
期
間

４
月
〜
平
成
２０
年
１
月

場
　
所

高
根
地
区
内

募
集
区
画

３
区
画
（
先
着
順
）

利
用
料

１
区
画
３
万
円

（
入
園
料
・
農
作
物
代
）

申
込
み

３
月
５
日
�
か
ら
産

業
振
興
課
へ

�
５
５
７
―
７
６
３
０

横
田
基
地
の
運
用
即
応

監
査
日
程

日
　
程

３
月
５
日
�
〜
９
日
�

※
詳
し
い
時
間
等
は
不
明
で
す
。

内
　
容

米
軍
横
田
基
地
で
は
、

放
送
シ
ス
テ
ム
（
継
続

的
な
サ
イ
レ
ン
や
英

語
に
よ
る
ア
ナ
ウ
ン

ス
）、
地
上
爆
発
模
擬

装
置
な
ど
を
使
用
し

た
運
用
即
応
監
査
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
町
で
は
、
周
辺
市
と
連
携
し
、

基
地
外
に
影
響
が
な
い
よ
う

に
要
望
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
秘
書
広
報
課

�
５
５
７
―
７
４
７
６

高
齢
者
の
た
め
の

消
費
者
講
座

日
　
時

３
月
１６
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
　
所

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
寿
楽

内
　
容

高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
悪
徳
商
法

に
つ
い
て

対
　
象
　
５５
歳
以
上
の
方

定
　
員

６０
名
（
先
着
順
）

申
込
み

３
月
５
日
�
か
ら
産

業
振
興
課
へ

�
５
５
７
―
７
６
３
３

元
狭
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
趣
味
の
教
室

①
押
し
花
教
室

か
わ
い
い
押
し
花
を
使
い
、

壁
掛
け
を
作
り
ま
す
。

日
　
時

３
月
２５
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
　
所

学
習
室

対
　
象

町
内
在
住
、
在
勤
の

中
学
生
以
上
の
方
　

定
　
員

２０
名
（
先
着
順
）

費
　
用

４
０
０
円
（
材
料
代
）

※
当
日
、
集
金
し
ま
す
。

②
料
理
教
室

「
春
の
親
子
お
出
か
け
料
理
」

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

３
月
２８
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所

調
理
室

対
　
象

町
内
在
住
の
小
学
５

年
生
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者
　

定
　
員

６
組
（
先
着
順
）

費
　
用

一
人
２
０
０
円（材

料
代
）

※
当
日
、
集
金
し
ま
す
。

持
ち
物

申
し
込
み
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

申
込
み

い
ず
れ
も
、
３
月
５
日

�
か
ら
元
狭
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

�
５
６
８
―
０
３
３
３

都
立
瑞
穂
農
芸
高
校
か
ら

公
開
講
座
の
ご
案
内

瑞
穂
農
芸
高
校
を
会
場
に
、
３

つ
の
講
座
を
企
画
し
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

①
子
供
ふ
れ
あ
い
動
物
教
室

日
　
程

４
〜
７
月
の
土
曜
日

（
全
４
回
）

対
　
象

都
内
在
住
の
ご
家
族

定
　
員

１０
組

費
　
用

３
０
０
０
円
（
一
家

族
あ
た
り
）

※
別
途
一
人
あ
た
り
５
０
０
円

の
保
険
料
が
掛
か
り
ま
す
。

②
楽
し
い
園
芸
教
室

日
　
程

４
〜
１２
月
の
土
曜
日

（
全
６
回
）

対
　
象

都
内
在
住
の
２０
歳
以
上

の
方

定
　
員

３０
名

費
　
用

９
５
０
０
円

③
食
品
加
工
教
室

日
　
程

５
〜
１０
月
の
土
曜
日

（
全
５
回
）

対
　
象

都
内
在
住
の
２０
歳
以
上

の
方

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

みずほエコパークの開園時間が変わります

開園時間 午前6時～午後6時
期　　間 4月～5月 問合せ みずほリサイクルプラザ　�557―5364

社会保険庁ホームページ

http://www.sia.go.jp
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定
　
員

１５
名

費
　
用

３
５
０
０
円

申
込
み

い
ず
れ
も
、
３
月
１５

日
�
ま
で
に
往
復
は

が
き
に
講
座
名
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
ご
記
入

の
上
、
次
の
と
こ
ろ
へ

〒
１
９
０
―
１
２
１
１

瑞
穂
町
石
畑
２
０
２
７

瑞
穂
農
芸
高
校
公
開
講
座
あ
て

※
各
講
座
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
内
容
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

瑞
穂
農
芸
高
校

�
５
５
７
―
０
１
４
２

厚
生
労
働
大
臣
医
療
功

労
賞
受
賞

石
畑
に
お
住
ま
い
の
藤
井
寅

夫
さ
ん
が
、
海
外
に
お
け
る
医

療
の
普
及
・
向
上
活
動
に
長
年

に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
入

選
者
決
定

「
広
報
み
ず
ほ
」
１
月
号
で

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
様
か
ら

応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
選
者
は

次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞

松
谷
未
来
（
四
小
）

優

秀

賞

徳
永
鷹
太
（
二
小
）

丸
山
勇
海
（
四
小
）

【
中
学
生
の
部
】

優
秀
賞

小
林
真
以
香
（
瑞
中
）

【
高
校
・
一
般
の
部
】

最
優
秀
賞

梅
田
美
枝

優

秀

賞

矢
ケ
崎
茂
子

吉
岡
富
夫

問
合
せ

企
画
財
政
課

�
５
５
７
―
７
４
６
８

藤井寅夫さん

お
め
で
と
う

春
の
火
災
予
防
運
動

声
か
け
よ
う
家
族
み
ん
な
で
「
火
の
用
心
」

問
合
せ
　
福
生
消
防
署
予
防
課
　
�
５
５
２
―
０
１
１
９

３
月
１
日
�
〜
７
日
�

瑞
穂
町
消
防
団

福
生
消
防
署
長
表
彰
を
受
賞

瑞
穂
町
消
防
団
本
部
と
第
１
分
団
か
ら
第
５
分
団
ま
で

の
全
分
団
が
、
昨
年
１２
月
３１
日
、
石
畑
地
内
で
発
生
し
た

火
災
に
際
し
、
福
生
消
防
署
と
連
携
し
、
被
害
を
最
小
限

に
止
め
た
功
績
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

▲福生消防署長を中心に、正副団長と各分団長

日
ご
ろ
か
ら
訓
練
に
余
念
の
な

い
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
（
文
化

財
消
防
演
習
に
て
）

問
合
せ
　
地
域
振
興
課
　
�
５
５
７
―
７
６
１
０

平和のパネル展 開催
東京大空襲の内容を伝えるパネ

ルやアンネのバラ関連のパネル、
戦時中の関連収蔵品等の展示を行
います。
期　間 3月2日�～12日�
場　所 役場1階ロビー

アンネのバラとは
『アンネの日記』の作者、ユダヤ

人少女アンネ・フランクは、1945
年、強制収容所で15歳の生涯を終
えました。
アンネの無事を祈りながら帰りを

待っていた、父・フランクさんに新
種のバラが送られ、そのバラには、
『アンネ・フランクの形見』と名付
けられていました。
町では、昨年、広島県のホロコー

スト記念館から苗
木を譲り受け、平
和祈念碑前や役場
玄関横に植樹し、
可憐な黄色い花が
咲きました。

問合せ　企画財政課　�557―7468

春
は
、
空
気
の
乾
燥
に
加
え
、
風
が
強
く
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
皆
様
、
火
災
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


